
今月の表紙
　令和5年の年明けとともに、広報
はだのは1300号の節目を迎えまし
た。表紙を飾るのは、市の木サザ
ンカと跳ねる姿が「飛躍」と重なる
ウサギの親子の水墨画。特集では、
秦野出身で気鋭の2人の「画家」が
表現する世界を紹介します。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
と
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
新
型
感
染
症
か
ら
大
切
な
方
を
守
る
取
り

組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本
代
表
が
大

会
を
沸
か
せ
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
強
豪
と
呼
ば
れ

る
2
カ
国
を
破
り
躍
進
す
る
雄
姿
と
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
勢

に
、
挑
戦
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急
激
な
円

安
に
伴
う
物
価
高
騰
に
よ
り
、
生
活
面
・
経
済
面
で
の
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の「
健
康
と
医
療
」、

「
日
々
の
暮
ら
し
」、「
地
域
経
済
」を
守
る
3
本
の
柱
の
対
策
を

中
心
に
、
市
民
生
活
を
守
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

地
域
経
済
の
回
復
に
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
は
、
念
願
で
あ
っ
た
新
東
名
高
速
道
路
の
秦
野

区
間
が
開
通
し
、
本
市
に
と
っ
て
新
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
９
年
度
に
は
、
全
線
開
通
や
秦
野
丹
沢
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
作
成
し
た
表
丹

沢
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」と
総
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
、
ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
森
林

セ
ラ
ピ
ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
体
験
型
農
業
と
い
っ
た
秦
野
の

新
た
な
魅
力
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
と
、
弘
法
山
や
今
年
誕
生
１
０

０
年
と
な
る
震
生
湖
な
ど
、
駅
と
駅
を
つ
な
ぐ
地
域
資
源
を
活

用
し
た
小
田
急
線
4
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
を
目
指
す
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
取
り
組
み
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
安
心
し
て
分ぶ

ん

娩べ
ん

で
き

る
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
よ
う
や
く
出
口
が
見
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
輝
き
飛
躍
す
る
1
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

秦
野
市
長

秦
野
市
長

高
橋
高
橋  

昌
和
昌
和

年
頭
の
あ
い
さ
つ

紙
面
ア
ン
ケ
ー
ト

ス
マ
ホ
か
ら

1
分
で
回
答

特
集
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1 1
主 な 内 容

◇はだのの湯新春キャンペーン	（2面）
◇会計年度任用職員を募集	 （3面）
◇消防出初式	 （8面）
◇はたちのつどい	 （8面）

1月15日号は休刊します毎月2回（1日・15日）発行

人口と世帯　		4．12．1	現在
総人口	 16万1630	人	（前月比－ 37）
内　訳	男		8万1679	人	（前月比＋  4）
	 女		7万9951	人	（前月比－ 41）
世帯数	 7万2120	世帯	（前月比＋ 52）

（
４
︲
５
面
）
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す
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二
つ
の
日
帰
り
温
泉
で
、
お
得
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る

新
春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
。
正
月
は
、
地
元
の
温
泉
で
の
ん

び
り
し
ま
せ
ん
か
。

 
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
と
き・

内
容　
▼
1
月
1
日　

お
菓
子（
先

着
２
５
０
人
）　
▼
2
日
㈪　
和
紅
茶

（
先
着
２
５
０
人
）　
▼
3
日
㈫　
タ
オ

ル（
先
着
２
５
０
人
）　
▼
7
日
㈯
、
21

日
㈯　

午
後
2
時
～　
ト
ー
ト
バ
ッ

ク（
先
着
１
０
０
人
）　
▼
15
日
㈰
、
29

日
㈰　
午
前
11
時
～　
タ
オ
ル（
先
着

１
０
０
人
）　 

大
抽
選
会 　
と
き　
6
日
㈮　
20
日
㈮　
午
前

11
時
～　
13
日
㈮　
27
日
㈮　
午
後
2
時
～　

のの

は
だ
の

は
だ
の

新
春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
い
合
わ
せ
　
弘
法
の
里
湯
☎（
６
９
）２ふ

６ろ

４よ

１い

問
い
合
わ
せ
　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
☎（
８
２
）１い
ー
０お

２ふ

６ろ

二つの源泉を楽しめる

と
き　
１
月
１
日
～
３
日
㈫

内
容
　
次
回
か
ら
利
用
で
き

る
割
引
券
や
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト（
タ
オ
ル
は
各
日
先
着
50

人
）、
お
子
さ
ま
ガ
チ
ャ
無
料

（
小
学
生
以
下
）

富士山を眺めて
リフレッシュ

とき　◇2月12日㈰　初級A　午前9
時～11時、午後2時半～4時半　初級
B　正午～午後2時　申し込み　1月5
日㈭～（市外在住者は1月12日㈭～）　
◇3月4日㈯　初級A　午前9時～11
時　初級B　正午～午後2時　初級C　
午後2時半～4時半　申し込み　1月
28日㈯～（市外在住者は2月4日㈯～）　
ところ　はだの丹沢クライミングパー
ク　定員　各回10人　費用　市外在
住者は1000円　※シューズなどのレ
ンタル代は実費

問い合わせ　はだの丹沢
クライミングパーク☎（63）2630

イチゴ狩りへ行こう

観光ボランティアと歩こう観光ボランティアと歩こう

スポーツ教室

とき　1月上旬～5月下旬　ところ　◇
ファームスクエア丹沢の森（堀西1328）　
◇かたのいちご園（戸川1063）　◇石田
ファーム工房（戸川639-1）　◇村上い
ちご園（戸川1235）　◇みどりやファー
ム（落合833-3）　費用・申し込み　各
農園のホームページを確認してください

い
ろ
い
ろ
な
品
種
を
食
べ
比
べ

問い合わせ　はだの都市農業支援センター☎（81）7800

問い合わせ　スポーツ協会☎（84）3376

定員　いずれも30人（申し込み先着順）　費用　500円（交通費は
実費）　※雨天中止　

 メタックス体育館はだの 　①親子ビクス教室　◇3歳コース　とき　2月
2日～3月16日の木曜日（2月23日を除く）　全6回　午前11時10分～午後0
時10分　定員　15組　◇4・5歳コース　とき　2月3日～3月10日の金曜
日　全6回　午後3時半～4時半　定員　20組　②こどもフラ＆タヒチア
ンダンス教室　とき　2月7日～3月14日の火曜日　全6回　午後5時半～6
時45分　対象　5歳～小学生30人　費用　①3500円　②3000円
 渋沢公民館 　健康体操教室　とき　2月3日～3月17日の金曜日（2月24日
を除く）　全6回　午後1時半～2時40分　定員　20人　費用　3000円
 中野健康センター 　ピラティス教室　とき　2月6日～3月13日の月曜日　
全6回　午前10時～11時10分　定員　15人　費用　3000円

受講生
募集 はだの市民農業塾はだの市民農業塾

問い合わせ　はだの都市農業支援センター☎(81)7800

 新規就農コース説明会 
と　き　◇2月3日㈮　午前9時～　◇2月4日㈯　午後1時～　
と ころ　JAはだの本所・農業団地センター（平沢477）　※新規就農コー

スを希望の方は、履歴書を持参し説明会に出席してください。申し込
み書は当日配布します

コース 新規就農 基礎セミナー 農産加工セミナー

期　間
3月～令和7年1月の週3回
以上（2年目は月1～2回）
※原則2年間

3～12月の土曜日　
全12回 4～9月の全8回

ところ 表丹沢堀山下
ふれあい農園研修農場 JAはだの本所

対　象 新たに市内で農業参入を
希望する5人

市民農園などの
利用を

希望する15人

農産加工品の
製造販売を
希望する12人

費　用 年2万円　※保険料は実費 年1万円 年3000円

申し込み
1月6日㈮～31日㈫にはだの
都市農業支援センターへ説
明会の参加日を連絡　※説
明会で申し込み。面接あり

1月6日～2月10日㈮にはだの都市農
業支援センターへ（先着順）

ボルダリング教室
参加者
募集 鶴

巻
温
泉 

弘
法
の
里
湯

名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯

問い合わせ　秦野駅観光案内所☎（80）2303

矢倉沢往還ハイキング　
とき・ところ　3月8日㈬午前9時秦野
駅改札前集合～大川橋（秦野橋）～はだ
のじばさんず～渋沢駅周辺～千村宿跡
～四十八瀬川～延命寺～午後2時半新松
田駅北口　申し込み　1月8日㈰～　

春
の
訪
れ
を
感
じ
よ
う

参加者
募集

参加者
募集

参加者
募集絶景富士見の尾根歩き　

とき・ところ　3月23日㈭午前9時渋沢駅改札前集合～喜叟寺～峠～
篠窪～了全山～二階堂屋敷跡～地福寺～富士見塚～神山神社～足柄大
橋～午後3時開成駅　申し込み　1月23日㈪～

申し込み　いずれも1月4日㈬～11日㈬。抽選

トレーニングルームプログラムトレーニングルームプログラム

問い合わせ　メタックス体育館はだの☎（84）3333

①�ストレッチ＆チューブ体操　とき　1月4日～25日の水曜日　午前10時
～11時　定員　10人
②�X55　とき　1月4日～25日の水曜日　1月7日～28日の土曜日　午前
11時半～午後0時半　1月8日～29日の日曜日　午前10時～11時　定員　
9人　
③�ペルビックストレッチ　とき　1月5日～26日の木曜日　
午前10時～11時　定員　11人
④�ZUMBA®KIDS　とき　1月6日～27日の金曜日　午後4時～5時　対
象　5歳～小学6年生　定員　25人
⑤�ボディコンバット　とき　1月7日～28日の土曜日　午後1時～2時　1月
8日～29日の日曜日　午前11時半～午後0時半　1月9日～30日の月曜日
（16日を除く）　午後7時半～8時半　定員　月曜日30人、土・日曜日9人　
⑥�ハワイアンフラ　とき　1月9日～30日の月曜日（16日を除く）　午前11
時半～午後0時半　定員　12人　
⑦�コアクロス　とき　1月10日～31日の火曜日　午前10時～11時　定員　
9人
ところ　いずれもメタックス体育館はだの　
費用　①③④⑥600円　②⑤⑦650円　
申�し込み　1階受付で整理券を取り、券売機でレッスン券を購入し、2
階トレーニング室へ（ボディコンバットの月曜日は第2武道場へ）　
※申し込み先着順　
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募集

建設総務課の事務補助員
■問建設総務課☎（82）9635
■内窓口・電話対応、事務補助など
■対簡単なパソコン操作ができる方
■数2人　■日週5日　午前9時～午後4
時　■報時給1071円　■申申し込み書
を1月12日㈭までに市役所東庁舎2階
建設総務課へ持参　※後日面接あり
公園課の事務補助員など
■問公園課☎（73）8612
◇事務補助員　■内公園管理事務の補
助、現場作業の進捗管理　■数2人　
■日月16日程度　午前8時半～午後5
時15分　■報時給1071円　◇施設整
備員　■内施設の維持・補修作業　■数
2人　■日月13日程度　午前8時半～
午後5時15分　■報時給1256円　■申申
し込み書に課題作文を添えて、1月
13日㈮までにカルチャーパーク管理
事務所2階公園課へ本人が持参
特別支援学級介助員など
■問教職員課☎（86）6352

■内◇特別支援学級介助員　小・中学
校の特別支援学級の子供の移動・生
活介助、安全確保など　◇小・中学
校教育支援助手　学習や生活支援の
補助など　■数いずれも若干名　■日週
3～4日程度（1日6時間程度）　■報時
給1071円　※中学校教育支援助手
は時給1123円　■申申し込み書に課
題作文を添えて、1月13日㈮までに
市役所教育庁舎2階教職員課へ本人
が持参　※後日面接あり
図書館事務員
■問図書館☎（81）7562

■内■数■日◇事務員A　カウンター業務、
公民館図書室などとの連絡業務　11
人　週3日　午前8時半～午後7時15
分の間で1日6～7時間程度　◇事務
員B　図書館事務の補助、カウンター
業務　1人　週5日　午前8時半～午
後7時15分　1日7時間程度　※いず
れも土・日曜日、祝日の勤務あり　■対
パソコン操作と普通自動車の運転が
できる方　■報時給1071円　■申申し込
み書に自己PR文（400字以内）を添え
て、1月14日㈯までに図書館へ本人
が持参　※後日面接あり
建築指導課の事務補助員
■問建築指導課☎（83）0883

■内事務補助など　■対ワードとエクセ
ルの操作ができる方　■日◇事務補助
員A　週4日程度　午前9時～午後4
時半　◇事務補助員B　週3日程度　
午前9時～午後4時半　■数いずれも1
人　■報時給1071円　■申申し込み書
を1月18日㈬までに市役所西庁舎2階
建築指導課へ持参　※後日面接あり
開発指導課の事務補助員
■問開発指導課☎（83）5123

■内データ入力、資料の作成・整理な
ど　■対ワードとエクセルの操作がで
きる方　■数1人　■日月12日程度　午
前8時半～午後4時　■報時給1071円　
■申申し込み書を1月18日㈬までに市
役所西庁舎2階開発指導課へ持参　
※書類審査後、後日面接あり
国保年金課の年金相談員など
■問国保年金課☎（82）9614
◇年金相談員　■内電話・窓口での年

金相談、申請受け付けなど　■数3人　
■日月17日　午前9時～午後5時　※
月1回程度土・日曜日の勤務あり　■報
月額14万420円　◇事務補助員　■内
データ入力など　■数1人　■日月12日　
午前9時～午後5時　■報時給1071円　
■対いずれも簡単なパソコン操作がで
きる方　※年金事務経験者を優先採
用　■申申し込み書を1月18日㈬まで
に市役所2階国保年金課へ本人が持
参　※後日面接あり
児童厚生員
■問こども育成課☎（86）6310

■内施設の管理運営、児童
の指導、児童向け事業の
実施など　■対次のいずれ
かに該当する方　◇幼稚園、小・中
学校、高校のいずれかの教諭の資格
がある　◇社会福祉士または保育士
の資格がある　◇大学で心理・教
育・社会・芸術・体育学のいずれか
に相当する過程を修了　◇児童福祉
施設職員養成校を卒業　◇児童福祉
事業に2年以上従事　■数若干名　■日
月15日（月曜日、祝日を除く。75時間
勤務）　午後1時～5時（土・日曜日は
午前9時～午後5時）　■報月額8万325
円　■申申し込み書を1月18日㈬までに
〒257-8501市役所3階こども育成課
へ郵送または持参　※後日面接あり
市立認定こども園の保育教諭など
■問保育こども園課☎（82）9606

子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
働
こ
う

①保育教諭　■内保育業務　■対幼稚園
教諭および保育士の資格がある方　
■数70人程度　■日週2～5日　午前7時
半～午後7時で交代勤務　②事務員　
■内事務業務　■数5人　■日週3～5日　
③業務員　■内清掃業務、給食調理補
助など　■数8人　■日週3日　④預かり
保育事業保育員　■内預かり保育業務　
■対幼稚園教諭または保育士の資格が
ある方　■数2人　■日週2～3日　⑤給

食調理員　■内給食調理業務　■数3人　
■日週5日　⑥病後児保育室の看護師　
■内看護業務　■数3人　■日週2～3日
⑦病後児保育室の保育士　■内保育業
務　■対幼稚園教諭または保育士の資
格がある方　■数3人　■日週2～3日
■場①②③市立認定こども園　④⑥⑦
ひろはたこども園　⑤すえひろこど
も園、つるまきこども園　■報①時給
1171円～　②③⑤時給1105円～　
④⑦時給1123円～　⑥時給1542円
～　■申申し込み書などを1月24日㈫
までに市役所2階保育こども園課へ
本人が持参　※後日面接あり
保育幼稚園教諭など
■問教育総務課☎(84)2783
①保育幼稚園教諭　■内園
児への教育・保育の提供
などの園務の補助　※保
育幼稚園支援教諭（幼稚園型一時預か
り保育員）としての登録あり　■数20人
程度　■日週5日　午前8時半～午後4
時　■報時給1171円　②保育幼稚園支
援教諭　■内一時預かり中の在園児へ
の教育・保育の提供など園務の補助　
■数15人程度　■日週1～4日　午後2時
15分～6時15分　※午前保育の日や
夏休みなどの長期休業時は1日最大7
時間45分勤務あり　■報時給1123円
■場いずれも市内7幼稚園　■対①幼稚
園教諭の資格がある方　②幼稚園教
諭の資格を有したことがある方　■申
申し込み書に資格証明書の写しを添
えて、1月31日㈫までに〒257-8501
市役所教育庁舎2階教育総務課へ郵
送または持参　※後日面接あり
児童ホーム支援員
■問こども育成課☎（86）6310

■内小学1～4年生（末広小学校は6年
生）の生活指導など　■数10人程度
■日◇月～土曜日　放課後～午後6時　
◇土曜日や夏休みなどの長期休業時　
午前8時～午後6時　1日4～7時間程
度　週3～5日程度　※午後7時まで
の交代勤務あり　■報時給1123円　■申
申し込み書を1月31日㈫までに〒257-
8501市役所3階こども育成課へ郵送
または持参　※後日面接あり

パートタイム
会計年度任用職員

■問＝問い合わせ　■内＝勤務内容　■対＝対象  ■数＝人数　
■日＝勤務日など　■場＝勤務場所　■報＝報酬　■申＝申し込み

　任期は原則4月1日～令和6年3月31日。報酬は予定です。
必ず本人が申し込んでください。会計年度任用職員共通申し
込み書は、市ホームページ、市役所3階人事課、問い合わせ
先の課にあります。

健康診査などの案内封筒の広告募集

封筒サイズ（㎝） 発送予定部数 広告サイズ（㎝） 枠数 最低価格

縦11.5、横23.0 4万枚 縦5.5、横8.7 2 各3万円

　健康診査およびがん施設検診などの受診券を送付する封筒に掲載します。
対象　企業や団体、公益法人など（政治、宗教に関わる団体または公序良
俗に反する団体や企業を除く）　掲載位置　封筒裏面（一色刷り）　※2枠分
の使用も可　発送時期　5月末日　審査方法　希望購入金額と広告内容を
合わせて総合的に審査　申し込み　申し込み書（市役所3階健康づくり課、
市ホームページにあります）を1月20日㈮までに〒257-8501健康づくり課
へ郵送または持参

問い合わせ　健康づくり課☎（82）9603

市議会第4回定例月会議終わる

問い合わせ　総合政策課☎（82）5101、議事政策課☎（82）9652

　令和4年12月第4回定例月会議が11月25日から12月14日まで開催され、
議案など33件が審議されました。議決された主な内容は次のとおりです。
 令和4年度一般会計補正予算 
　エネルギー価格の高騰などで影響を受けている障害福祉施設、高齢介
護施設、民間保育所、施設園芸・畜産農家、バス・タクシー事業者など
への物価高騰分に対する支援、省エネ性能の高い家庭用エアコン、冷蔵
庫およびテレビへの買い替え費用の一部補助などの予算を計上
 市水道事業給水条例と市公共下水道使用料徴収条例の一部を改正 
　上下水道施設の更新に必要な財源の確保と社会経済情勢の変化に左右
されにくい料金体系への移行を目的に、令和5年10月から上下水道料金
を引き上げるために改正
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　水墨画を私たちにも身近なアートにぐっと引き寄せる長嶋芙蓉さんと、飾らないセリフと共に　水墨画を私たちにも身近なアートにぐっと引き寄せる長嶋芙蓉さんと、飾らないセリフと共に
綴綴
つづつづ

られるストーリーを色彩豊かな漫画で表現する谷口菜津子さん。市内で生まれ育った2人の画られるストーリーを色彩豊かな漫画で表現する谷口菜津子さん。市内で生まれ育った2人の画
家が、「画」を通して描き出す世界を紹介する。家が、「画」を通して描き出す世界を紹介する。

「画」

長嶋芙蓉さん谷口菜津子さん（千村出身）漫画家 水墨画家

1

2
2

1 第60回秦野丹沢まつりのパ
ンフレット用に描き下ろされた
イラスト「記憶のなかの八重桜」。
中学校への通学時に見かけた八
重桜がモチーフ　2エッセイ漫
画からストーリー漫画まで、刊
行作品は多数。（前列左から）青
春群像劇をテーマにした『教室
の片隅で青春がはじまる』（KA 
DOKAWA ／ビームコミックス
刊）、結婚観などをテーマにした

『今夜すきやきだよ』（新潮社バン
チコミックス刊）、頭高山が登場
する、登山をテーマにした『人生
山あり谷口』（リイド社）

1 平成29年の第47回市美術協会展
新人賞を受賞した作品「生命力」。水
墨画を始めて間もない頃に描く。実
家の庭にある木の生命力を表現した　
2復興大臣賞の受賞作品「SON」。全
国での度重なる災害に影響を受けて、
作品を描き始めた。声にできない心
のつらさの解放などを描く

新春特集

参加者
募集

とき　1月28日㈯　午後1時半
～3時　ところ　本町公民館　
講師　外山浩太郎氏（県温泉地
学研究所研究員）　定員　100
人（申し込み先着順）　申し込
み　電話、右の二次元コードか
ら電子申請、または住所、氏名、電
話番号を書きファクス（（86）6563）。
メール（s-gakusyu@city.hadano.ka 
nagawa.jp）も可

はだの生涯学習講座

「温泉地学研究所職員が教える
温泉の基礎知識と楽しみ方」

問い合わせ　生涯学習課☎（84）2792

問
い
合
わ
せ
　
教
育
研
究
所
☎(

８
６)

９
１
０
２

　
秦
野
の
自
然
、
風
土
、
産
業
、
伝
統
、
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
学
習
や
体
験
を
行
っ
た
子
供
た
ち
を
た
た
え
る

「
は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド
」。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
）。

 

ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
部
門

秦
野
の
歴
史
や
自
然
な
ど
の
知
識
を
問
う「
ふ
る
さ
と
秦
野
検

定
」の
Ｓ
級
お
よ
び
Ａ
級
に
合
格

　�

Ｓ
級
　
猪
狩
有
吾（
本
町
小
5
）　
諸
田
和
真（
南
小
5
）　
石

丸
実
玲（
東
小
5
）　
德
田
紗
英（
渋
沢
小
6
）　
宍
戸
佑
愛
菜

（
鶴
巻
小
6
）　
Ａ
級
　
稲
本
彩
花（
本
町
小
5
）　
諸
田
和
真

（
南
小
5
）　
德
田
紗
英（
渋
沢
小
6
）

 

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム（
市
内
7
地
区
全
て
を
達
成
）

　�

小
泉
き
な
り（
南
小
5
）　
髙
桑
暖（
南
小
5
）　
小
泉
信
人

（
南
小
6
）　
板
垣
み
は
る（
東
小
3
）

  

ダ
ブ
ル
ク
ラ
ウ
ン（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
と
ふ
る
さ
と
秦
野
検
定

Ｓ
級
を
達
成
）

　
猪
狩
有
吾（
本
町
小
5
）

 

読
書
活
動
特
別
表
彰

小
・
中
学
生
を
代
表
し
1
人
、
幼
稚
園
児
を
代
表
し
親
子
1
組

を
表
彰

　
諸
田
真
奈（
南
小
2
）　
糟
谷
柚
季
親
子（
北
幼
稚
園
年
少
）

 

表
彰
式

　
と 

き
　
1
月
21
日
㈯
　
午
後
3
時
～
　
と
こ
ろ
　
メ
タ
ッ
ク

ス
体
育
館
は
だ
の

は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド

入
賞
お
め
で
と
う

自
然
や
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
地
区
ご
と
の
体
験
マ
ッ
プ
を
完
成

　�

志
村
壮
大（
本
町
中
3
）　
市
川
正
和（
本
町
小
3
）　
諸
田
真

奈（
南
小
2
）　
矢
作
愛
花（
東
小
1
）　
鈴
木
陽
大（
末
広
小

4
）　
鈴
木
希
実（
末
広
小
6
）　
鈴
野
修
一（
南
が
丘
小
3
）

 

体
験
活
動
部
門（
市
内
３
地
区
を
達
成
）

問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
☎（
８
４
）１
３
３
０

ま
た
は
子
育
て
総
務
課
☎（
８
６
）３
４
６
０

　
子
供
を
預
か
る「
支
援
会
員
」と
預
け
る「
依
頼
会
員
」で
構

成
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
。
自
宅
で
子
供

を
預
か
っ
た
り
、
学
校
や
習
い
事
に
送
迎
し
た
り
し
て
、
子
育

て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ

ん
か
。

　

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
方
、
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す

る
方
向
け
に
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

と�

き
・
と
こ
ろ　
▼
1
月
17
日
㈫　

鶴
巻
公
民

館　
▼
1
月
20
日
㈮　
本
町
公
民
館　
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
11
時
半

フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・・

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
・・
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

登
録
説
明
会

登
録
説
明
会

支
援
会
員
・
依
頼
会
員
募
集
中

（曽屋出身）
　渋沢小・中学校卒業。昨年、『今夜すきやきだよ』（新潮社）

と『教室の片隅で青春がはじまる』（KADOKAWA）が第26回手塚治虫
文化賞新生賞を受賞。『今夜すきやきだよ』は今月6日からテレビ東京
系にて実写ドラマ化。イラストレーターとしても精力的に活動中。

下絵のダウン
ロードは市ホー
ムページへ

1

当
た
り
前
だ
っ
た

里
山
の
風
景

　『
今
夜
す
き
や
き
だ
よ
』
聞
く
と
心
が

躍
り
だ
し
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
漫
画
が
、

昨
年
の
第
26
回
手
塚
治
虫
文
化
賞
新
生

賞
を
受
賞
し
た
。
漫
画
の
作
者
は
、
谷

口
菜
津
子
さ
ん
。
人
が
抱
え
る
悩
み
や

現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
を
、
食

事
の
シ
ー
ン
を
交
え
な
が
ら
、
柔
ら
か
な

線
と
表
情
豊
か
な
絵
で
表
現
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
谷
口
さ
ん
が「
画
」の
世
界
に

進
も
う
と
思
っ
た
の
は
、
小
学
生
の
頃
。

当
時
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
1

人
で
よ
く
頭
高
山
に
登
っ
て
い
た
。
山

や
植
物
が
特
に
好
き
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、「
家
の
周
り
に
当
た
り
前
に
あ
っ

た
の
で
よ
く
絵
に
し
て
い
た
ん
で
す
よ
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
そ
の
頃
か
ら
、

絵
を
描
く
仕
事
を
し
た
い
と
漠
然
と

思
っ
た
ん
だ
と
か
。

　
美
術
大
学
へ
の
入
学
を
機
に
秦
野
を

離
れ
た
ら
、
秦
野
が
自
然
豊
か
だ
っ
た

こ
と
に
初
め
て
気
付
い
た
。「
秦
野
は
好

き
と
か
嫌
い
と
か
で
は
な
く
、
自
分
の
一

部
の
よ
う
な
感
じ
。
今
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
よ
く
秦
野
の
風
景
を
見
て
い

ま
す
。ど
こ
か
ほ
っ
と
す
る
ん
で
す
よ
ね
」

と
懐
か
し
そ
う
に
目
を
細
め
る
。

最
後
は

「
幸
せ
な
結
末
」
へ

　
学
生
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
そ
う
と

す
る
と
、
人
間
関
係
で
辛
か
っ
た
こ
と
ば

か
り
思
い
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
谷
口
さ

ん
。
そ
れ
で
も「
そ
う
い
っ
た
思
い
出
が

漫
画
の
創
作
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

面
白
い
で
す
よ
ね
」と
笑
顔
で
話
す
。

　
谷
口
さ
ん
の
作
る
物
語
は
、
自
身
の

生
き
づ
ら
さ
の
経
験
や
、
普
段
の
生
活

で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
友
達
と
意
見

が
ぶ
つ
か
っ
た
時
な
ど
の
反
省
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。『
今
夜
す
き
や
き

だ
よ
』の
ス
ト
ー
リ
ー
も
、
女
性
3
人
で

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し
て
い
た
当
時
、
意
見

が
対
立
し
た
り
、
生
活
リ
ズ
ム
が
狂
っ

た
り
と
1
人
暮
ら
し
よ
り
も
大
変
だ
っ

た
と
い
う
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
。「
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
で
自
分
で
は
分
か
ら
な

か
っ
た
気
付
き
が
あ
っ
た
。
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
誰
か
の
役
に
立
つ
も

の
を
作
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
と
い
う

谷
口
さ
ん
は
、
自
身
や
友
達
が
経
験
し

た「
生
き
づ
ら
さ
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

漫
画
の
中
で
見
事
に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に

変
え
て
い
く
。「
常
識
に
縛
ら
れ
て
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
の
役
に
立
ち

た
い
。
そ
れ
で
共
感
し
た
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

　
今
の
お
気
に
入
り
は
公
園
な
ん
だ
そ

う
。「
子
供
の
頃
は
遊
ぶ
だ
け
の
場
所
が
、

大
人
に
な
る
と
休
ん
だ
り
本
を
読
ん
だ

り
と
い
っ
た
息
抜
き
の
場
所
に
な
っ
て
い

る
。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間

模
様
が
楽
し
い
で
す
ね
」と
こ
れ
か
ら
の

構
想
に
目
を
輝
か
せ
る
。

　
漫
画
の
中
で
思
わ
ず
描
い
て
し
ま
う

の
は
、
山
の
風
景
や
坂
道
か
ら
の
街
の

景
色
。「
盆
地
育
ち
だ
か
ら
な
ん
だ
ろ
う

な
」と
谷
口
さ
ん
は
笑
う
。
秦
野
で
の
経

験
な
ど
を
基
に
作
品
を
作
り
続
け
て
い

る
、
そ
ん
な
谷
口
さ
ん
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
と「
画
」
の
世
界
に
、

あ
な
た
も
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
。

人
の
感
情
が
動
く
画
を

　
水
と
墨
の
濃
淡
を
巧
み
に
使
っ
て
描

か
れ
る
水
墨
画
。
高
尚
な
雰
囲
気
に
、

敷
居
が
高
い
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
な

い
の
で
は
。「
書
道
が
苦
手
だ
っ
た
と
い

う
人
に
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
水
墨
画
家
の
長

嶋
芙
蓉
さ
ん
だ
。

　
墨
と
筆
と
の
出
会
い
は
小
学
校
低
学

年
の
と
き
。
祖
母
の
勧
め
で
書
道
を
習

い
始
め
た
。
今
で
は
師
範
資
格
を
持
つ

腕
前
だ
が
、「
ル
ー
ル
が
多
く
て
苦
手
で

し
た
」と
苦
笑
す
る
。
筆
を
寝
か
せ
て
描

い
た
り
、
淡
い
墨
と
濃
い
墨
を
混
ぜ
て

に
じ
み
を
加
え
た
り
と
い
っ
た
自
由
さ

が
、
水
墨
画
の
魅
力
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
就
職
後
、
美
術

モ
デ
ル
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
に
仕

事
先
で
出
会
っ
た
の
が
、
今
の
水
墨
画

の
先
生
だ
っ
た
。
当
時
祖
母
の
看
病
で

秦
野
の
実
家
で
暮
ら
し
て
い
た
た
め
、

手
紙
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。
そ
の

後
、
祖
母
を
看
取
っ
た
時
期
に
、
教
室

に
参
加
し
な
い
か
と
偶
然
声
を
掛
け
ら

れ
、
そ
れ
が
水
墨
画
の
世
界
に
入
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。「
迷
い
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。
大
好
き
だ
っ
た
祖
母
が
、
人
生

の
道
筋
を
示
し
て
く
れ
た
よ
う
な
感
じ

が
し
て
ま
す
」と
振
り
返
る
。

　
創
作
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
物
が
持
つ
生
命
力
や
そ
の
場
に
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
、
目
に
は
見

え
な
い
け
れ
ど
存
在
し
て
い
る
も
の
を

表
現
す
る
こ
と
。
古
典
的
な
水
墨
画
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
、
抽
象
絵
画
の

よ
う
な
作
品
も
多
い
。「
言
葉
に
で
き
な

い
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
最
適
な
方
法

が
、
私
に
は
水
墨
画
だ
っ
た
ん
で
す
」

水
墨
画
を

身
近
な
ア
ー
ト
に

　
個
展
や
水
墨
画
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

開
催
す
る
一
方
で
、
小
学
校
で
の
教
室

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
な
ど
、
裾
野

を
広
げ
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
目
標
は
、「
難
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
」
こ
と
。「
家
に
あ
る
筆
ペ
ン

だ
っ
て
い
い
ん
で
す
」と
笑
う
。
取
材
中
、

さ
ら
さ
ら
と
手
を
動
か
し
な
が
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
表
紙
の
ウ
サ
ギ
の
絵
を
仕

上
げ
て
い
く
。
筆
遣
い
に
感
心
し
て
い

る
と
、「
広
報
を
読
む
市
民
の
皆
さ
ん
に

描
い
て
も
ら
う
な
ん
て
ど
う
で
す
か
」と

長
嶋
さ
ん
が
ポ
ツ
リ
。
下
絵
用
の
水
墨

画
を
そ
の
場
で
提
供
し
て
く
れ
た
。「
な

ぞ
っ
て
描
く
だ
け
な
ら
簡
単
な
の
で
、

気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
」

　
実
家
を
離
れ
た
今
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
秦
野
へ
の
思
い
は
強
い
。「
ウ
サ
ギ
の

絵
に
あ
る
サ
ザ
ン
カ
は
、
実
家
の
庭
の

花
な
ん
で
す
よ
」。
長
嶋
さ
ん
が
生
ま
れ

た
年
に
、
市
で
も
ら
っ
た
記
念
樹
を
植

え
た
も
の
だ
と
い
う
。
サ
ザ
ン
カ
の
花

を
見
掛
け
る
と
、
秦
野
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
と

か
。「
水
墨
画
を
通
し
て
、
秦
野
の
皆
さ

ん
と
交
流
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　「
最
初
か
ら
で
き
な
い
と
思
わ
ず
に
、

ま
ず
は
や
っ
て
み
て
」と
自
身
の
経
験
か

ら
エ
ー
ル
を
送
る
長
嶋
さ
ん
。
背
中
を

押
さ
れ
た
先
に
は
、
き
っ
と
楽
し
い
水

墨
画
の
世
界
が
待
っ
て
い
る
。

　
名
水
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
募
集
し
、
１
１
０
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
選
定
委
員
な
ど
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
3
地
点

の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

名
水
ス
ポ
ッ
ト

名
称
決
定

問
い
合
わ
せ　
環
境
共
生
課
☎（
８
２
）９
６
１
８

▼
秦
野
駅
北
口
広
場
水
場

　
「
ま
ほ
ろ
ば
の
泉
」木
曾
い
づ
み（
戸
川
）　
下
村
貞
裕（
曽

屋
）　
髙
橋
正
雄（
下
大
槻
）　

▼
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
水
汲
み
場

　
「
金
剛
の
泉
」露
木
献
一（
戸
川
）

▼
表
丹
沢
登
山
道
横
水
飲
み
場

　
「
大
倉
の
清
水
」手
塚
真
理（
鶴
巻
南
）

筆ペンや習字セットでウサギの水墨
画を描いてみよう

書き初めにぜひ

Profile 　本町小・中学校卒業。平成27年に水墨画家に師事。関東を
中心に水墨画パフォーマンスを開催する中、令和元年には「災害」をテーマ
にした作品「SON」で復興大臣賞を受賞する。「雪肌精みやび」の広告を手
掛けるなど、活躍の場を広げている。

Profile
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ジ内専用フォームから　■問スポーツ
協会☎（84）3376

はだのっ子駅伝交流会

■時3月5日㈰　午前8時半～午後1時半　
■場カルチャーパーク陸上競技場　■対
市内在住の小学4～6年生25チーム　
部門　◇男子の部　◇女子の部　※
混成のときは男子の部　チーム編成　
走者6人、補欠2人　■申1月17日㈫～　
■問スポーツ協会☎（84）3376
出場者を募集
県障害者スポーツ大会

◇知的障害者ボウリン
グ　■時4月9日㈰　■場 湘
南とうきゅうボウル（藤
沢市）　■締2月13日㈪　◇身体障害
者アーチェリー　■時4月9日　■場県総
合リハビリテーションセンター（厚木
市）　■締2月13日　◇フライングディ
スク　■時4月16日㈰　■場県立スポー
ツセンター（藤沢市）　■締2月20日㈪　
◇知的障害者陸上競技　■時4月23日
㈰　■場県立スポーツセンター（藤沢
市）　■締2月27日㈪　◇身体障害者
陸上競技　■時5月14日㈰　■場県立ス
ポーツセンター（藤沢市）　■締3月20
日㈪　◇水泳　■時7月9日㈰　■場さが

みはらグリーンプール　■締5月15日
㈪　◇精神卓球競技会　■時令和6年1
月19日㈮　■場県立スポーツセンター
（藤沢市）　■締11月20日㈪　◇卓球・
サウンドテーブルテニス　■時令和6
年1月21日㈰　■場県立スポーツセン
ター（藤沢市）　■締11月20日　◇身
体ボッチャ　■時令和6年2月23日㈮　
■場県立スポーツセンター（藤沢市）
■締12月18日㈪　■問障害福祉課☎（82）
7616、ファクス（82）8020

健康・子育て
献血

■時■場◇1月4日㈬　7日㈯　9日㈪　14
日㈯　29日㈰　午前10時～11時半、
午後1時15分～4時　イオン秦野SC　
◇1月17日㈫　午前10時～11時半、
午後1時～4時　市役所　■問健康づ
くり課☎（82）9603

シニアライフを楽しもう

◇コグニサイズでGo　■時1月12日㈭　
午前9時半～11時半　■場北公民館　
■定20人　◇姿勢改善で痛み予防　■時
1月26日㈭　2月2日㈭　午前10時～
11時半　■場南が丘公民館　■定30人　

◇トイレのお悩みすっきり講座（男性
向け）　■時2月9日㈭　午後1時半～3
時半　■場保健福祉センター　■定30
人　■対いずれも65歳以上　■問高齢介
護課☎（82）5617
未病センターはだの　
健康測定・相談会2022

■時1月24日㈫　午前10時～11時　■場
NITTANパークおおね　■内骨密度測
定　■定12人（抽選）　■締1月13日㈮
■問健康づくり課☎（82）9603　

施設情報
図書館
☎（81）7012

おはなし会　■時■内■対◇1月7日㈯　お
はなしでてこい　6人　◇14日㈯　お
はなしアリス　3歳以上6人　◇21日
㈯　おはなしころりん　10人　いず
れも午後2時～2時半　◇22日㈰　お
はなしぷりん　10人　◇28日㈯　英
語のおはなし会　いずれも午前11時
～11時半　大人のためのおはなし会　
■時1月28日㈯　午前10時～11時半　
■定50人　■申1月4日㈬午前10時～
はだのこども館
☎（81）7011

キッズおやこ・たいそうひろば　■時
1月13日㈮　27日㈮　2月10日㈮　
24日㈮　3月10日㈮　午前10時～
11時半　■内親子でダンスやボール遊
び、鬼ごっこなど　キッズおやこ・
うたのひろば　■時1月20日㈮　2月
17日㈮　午前10時半～11時半　■内
親子で童謡やリズム遊び　■対いずれ
も2歳以上の未就園児と保護者
里山ふれあいセンター
☎（75）1961

山林伐採現場見学＆林道散策ツアー　
■時■場■内1月28日㈯午前9時市役所西庁
舎駐車場集合～羽根林道など～木工
体験～午後3時　■定20人　■費2000
円（昼食あり）
くずはの家
☎（84）7874

植物の冬越しめぐり　■時1月28日㈯　

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

公民館公民館 会館会館だよりだより・

東公民館　☎（82）3232
津軽三味線・民謡　初春コンサート　1月22日㈰　
午後2時～3時半　100人　500円
四季の風景写真展　2月4日㈯～24日㈮
鶴巻公民館　☎（76）0463
昔あそびを体験しよう　1月14日㈯　午前9時半～
11時　4歳～小学生30人（未就学児は保護者同伴）
防災・減災サロン「災害時のトイレの備え」　2月
4日㈯　午前10時～11時半　10人
北公民館　☎（75）1678
1月は第4木曜日に体を動かそう　1月26日㈭　午
前9時半～11時　150円　30人
初めてのみそ作り　1月28日㈯　◇午前9時～正
午　小学生の親子8組　◇午後1時～4時　16人　
各回2700円
西公民館　☎（88）0003
人権パネル展「多様性の社会」　2月1日㈬～7日㈫

季節の歌声サロン「楽しく歌いましょう」　2月8
日㈬　午前10時～11時半　30人　200円
南公民館　☎（81）3001
初心者パソコン相談　1月24日㈫　午後1時半～
3時半　パソコン持参（Wi-Fi利用可）
絵本とわらべ歌「キッズガーデン」　1月25日㈬　
午前10時～11時20分　4歳以下の親子7組
初めての味

み

噌
そ

作り　2月5日㈰　午前9時～正午　
6人　2200円
本町公民館　☎（84）5100
初心者パソコン相談　1月10日㈫　2月7日㈫　午
後1時半～3時半　パソコン持参
心のふるさと童謡講座「叙情歌を集めて」　1月21
日㈯　午後2時～4時　80人　300円
渋沢公民館　☎（87）7751
ニ八そばを打とう　1月29日㈰　午前9時～午後1
時半　6人　1500円
南が丘公民館　☎（84）6411
男の料理教室「楽勝　家飲み中華」　1月21日㈯　
午前9時半～午後1時　10人　1000円
和布で作る「おひな様」　1月25日㈬　午後1時～

3時半　15人　1300円
上公民館　☎（87）0212
水墨画展　1月21日㈯～28日㈯
HKDらくらく体操教室　1月26日㈭　午後1時半
～3時　音楽に合わせた軽い体操　60歳以上15人
椎
しい

茸
たけ

のホダ木作りとブルーベリーの挿し木体験　
2月4日㈯　午前9時半～11時半　20人　150円
※ホダ木1本700円（1人5本まで）
堀川公民館　☎（87）4111
ほりかわ花と子どもの作品展　1月28日㈯～2月
19日㈰（28日は正午～、19日は正午まで）
大根公民館　☎（77）7421
冬鳥の観察会　1月28日㈯午前9時大根公民館集
合～午後0時半NITTANパークおおね　※雨天のと
きは29日㈰　15人　220円
ふるさと料理教室「しょうゆ作り」　2月7日㈫　午
前9時半～正午　9人　3500円
ほうらい会館　☎（81）8310
コツコツ貯筋体操「お腹回りを動かして体の中か
ら温まるゆっくりトレーニング」　1月19日㈭　午
前10時～11時15分　20人

臨時休館のお知らせ
　電気設備点検に伴う停電のた
め、休館します。
■時1月10日㈫　■場クアーズテック
秦野CH、図書館、メタックス体
育館はだの　■問クアーズテック
秦野CH☎（81）1211、図書館☎
（81）7012、メタックス体育館は
だの☎（84）3333

　市・県民税第4期、国民健康保
険税第8期の納期限は1月31日㈫
です。　※納付書払いに加え、口
座振替、「PayPay」などでも納付
できます　
■問市民税課☎(82)5129

税の納期限

納付書をなくしたときは、連絡してください

新 型 感染症関連情報

市ホームページ
感染症特設ページ
（感染症への対応全般）

　右の二次元コード
から「友だち」に追加。

市公式LINE

　右の二次元コード
から空メールを送信。

緊急情報メール
ワクチン情報ページ
（接種に関する案内）

市からの最新情報は

　手洗いやうがいなどに加え、冬場は閉め切って空気がこもりがちになる
ため、小まめな換気をしましょう。また、感染に備えて10日間程度の食
料品や日用品、抗原検査キットの備蓄をお願いします。

新年も　引き続き感染症対策をお願いします

■問市新型感染症コールセンター☎（82）9615、市新型コロナワクチンコー
ルセンター☎0120（228）830

午前9時半～11時半　■定20人　ミニ
野鳥観察会　■時1月29日㈰　午前9
時半～10時半　■定10人　■対いずれも
小学生以上（2年生以下は保護者同伴）
表丹沢野外活動センター
☎（75）0725

炭火クッキングと炭づくり　■時2月4
日㈯　午前10時～午後2時　■内ピ
ザ・炭づくりなど　■対小学生の親子
10組　■費1500円　■申1月5日㈭午後
1時から電話のみ受け付け

寄　付（敬称略）

社会福祉協議会へ（積田圭子　岩佐綾
子　飯田博　明治大学校友会秦野地
域支部　匿名6件）　11月1日～30日　
現金2件　4万円　物品8件　ブック
スタート事業に（十全堂㈱　国際ソロ
プチミスト秦野　（特非）市薬剤師会　
市農業協同組合　秦野丹沢ライオン
ズクラブ　秦野中ロータリークラブ　
秦野名水ロータリークラブ　秦野ライ
オンズクラブ　秦野ロータリークラ
ブ）　11月10日～24日　現金8件　13
万円　物品1件
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問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です。
市のメールアドレスは＠以下に city.hadano.kanagawa.jp を付けてください。

行政一般
購入上限と販売時間を拡大しま
した　プレミアム電子商品券

■時1月31日㈫まで（土・日曜日、祝日
を除く）　午前9時～午後7時（秦野商
工会議所の1月11日㈬～31日は午後4
時まで）　■場市役所西庁舎1階産業振
興課、秦野商工会議所（平沢2550-1）　
■対市内在住・在勤・在学の方（1人10
セットまで）　※1月31日まで利用可。
登録店など詳細は特設サイトへ　■問
産業振興課☎（82）9646
費用を助成します
肺炎球菌ワクチンの定期予防接種

■対過去に接種したことがなく、次の
いずれかに該当する方　◇今年度中
に65・70・75・80・85・90・95
歳または100歳になる　◇60～64
歳で、心臓、腎臓、呼吸器の障害や
HIVにより日常生活がほとんど不可
能な程度の障害がある　■費3000円
（生活保護世帯、市・県民税非課税
世帯、中国残留邦人などの支援給付
受給世帯の方は免除）　■申3月31日
㈮までに、指定医療機関（市ホーム
ページにあります）へ　■問健康づく
り課☎（82）9603
戦没者遺族へ
第11回特別弔慰金を支給

■対戦没者などの死亡当時の遺族で、
令和2年4月1日時点で公務扶助料や
戦没者に関する遺族年金などを受け
る方がおらず、支給順位が先順位の
遺族のうち1人　支給額　5年償還の
記名国債（額面25万円）　■申請求書
（市役所2階地域共生推進課にありま
す）に必要書類を添えて、3月31日㈮

までに地域共生推進課へ持参　■問地
域共生推進課☎（82）7392
必ず申告を
事業用償却資産

　令和5年1月1日現在の所有状況を
申告してください。新型感染症予防
のため、郵送や電子申請での申告に
協力してください。　※マイナンバー
や法人番号の記載などが必要　■時1
月4日㈬～31日㈫　■対土地や家屋を
除く事業用の有形固定資産（機械装
置、器具、工具など）　■問資産税課☎
（82）7391

ご協力を
住宅・土地統計の事前調査

　10月1日から実施される本調査に
先立ち、県知事が任命した指導員が1
月中旬～2月上旬に対象区域を巡回し
ます。　■内住戸の状況などを確認　※
調査内容は、統計の目的のみに使用
されます　■問行政経営課☎（82）5102
ご意見を　羽根森林資源活用拠点
（仮称）における土地利用構想（案）
公開日　1月16日㈪　閲覧場所　市
役所西庁舎1階森林ふれあい課、市
役所3階行政情報閲覧コーナー、公民
館、駅連絡所、図書館、市ホームペー
ジ　提出方法　任意の用紙に住所、
氏名、電話番号、意見を書き、1月16
日～2月8日㈬に〒257-8501森林ふ
れあい課へ郵送または持参。ファク
ス（（82）6256）、メール（shinrin-f@）も
可　■問森林ふれあい課☎（82）9631
縦覧できます
森林整備計画案

■時1月16日㈪～2月15日㈬　■場市役
所西庁舎1階森林ふれあい課、市ホー
ムページ　意見書　任意の用紙に住
所、氏名、電話番号、意見を書き、
縦覧期間中に〒257-8501森林ふれ
あい課へ郵送または持参。ファクス
（（82）6256）、メール（shinrin-f@）も
可　■問森林ふれあい課☎（82）9631
お知らせください
家屋や土地の状況

　家屋や土地の固定資産税は、毎年
1月1日現在の状況で課税しています。
取り壊しや増・改築、用途を変更し
たときや、建て替えの予定があると
きは、すぐに連絡してください。未
登記の家屋の所有者を変更したとき
は、届け出てください。　■問資産税課
☎（82）7391

確定申告に必要な
障害者控除対象者認定書を発行

■対所得税などの課税世帯で身体障害
者手帳を持っていない寝たきり登録
者や要介護認定者（一部を除く）　■申
身分証明書を市役所1階高齢介護課へ
持参　※要介護認定者は介護保険証
が必要　■問高齢介護課☎（82）7394
適正管理で水質汚染を防止
浄化槽の法定検査や保守点検を

　浄化槽の設置者は、年1回の法定
検査、年3～4回の保守点検、年1回
以上の清掃が義務付けられています。　
■申（一社）県保健協会西湘支所☎（73）
0511　※点検業者の問い合わせは県
平塚保健福祉事務所へ、清掃業者の
問い合わせは生活環境課へ　■問県平
塚保健福祉事務所秦野センター☎
（82）1428または生活環境課☎（86）
6037

催　し
就職を支援
個別カウンセリング

■時1月4日～25日の水曜日　午前10
時～午後4時（正午～午後1時を除く）　
■場ふるさとハローワーク（秦野駅前
農協ビル3階）　■内適職発見、応募書
類の書き方、面接トレーニングなど　
■対市内在住の18歳以上の求職者5人　
※25日は保育あり（予約制）　■問産業
振興課☎（82）9646またはふるさと
ハローワーク☎（84）0810
家庭教育支援講演会「子どもの成長
を支えるための親としての心がけ」

■時1月21日㈯　午後1時半～3時　■場
保健福祉センター　講師　石井則子
氏（東海大学児童教育学部助教）　■定
150人　■申電話、市ホームページか
ら電子申請、または住所、氏名、電
話番号を書きファクス（（86）6563）。
メール（s-gakusyu@）も可　※保育あ
り（2歳以上の未就学児。予約制）　■問
生涯学習課☎（84）2792
高齢者向け
スマートフォン体験講座

■時2月13日㈪　午前10時～正午　■場
北公民館　■対スマートフォンの購入
または携帯電話からの買い替えを検
討している10人　■申1月20日㈮～2
月10日㈮に北公民館へ電話　■問生涯
学習課☎（84）2792、北公民館☎（75）
1678

募　集
登録制で任用します　児童・生
徒教育支援教室の教室支援員

勤務内容　心理的・情緒的要因など

により登校できない児童や生徒の支
援　■対次のいずれかに該当する方　
◇教員資格がある　◇大学・大学院
などで心理・教育学の課程を修了　
人数　若干名　任期　4月1日～令和
6年3月31日　勤務日など　週5日（1
日5時間半～6時間程度）　報酬（予
定）　月額18万1393円　■申事前に電
話し、申し込み書（市役所教育庁舎2
階教職員課、市ホームページにあり
ます）を1月20日㈮までに教職員課へ
本人が持参　※後日面接あり　■問教
職員課☎（86）6352

はだの議会だよりの表紙写真

テーマ　秦野の風景、地域の行事な
ど　■対市内在住・在勤・在学の方　
応募規格　デジタルデータ（500万
画素以上、JPEG形式）。2Lサイズは
横長、カラープリント　※1人3点ま
で。未発表作品　■申写真に応募用紙
（市役所4階議事政策課、公民館、駅
連絡所、市ホームページにあります）
を添えて、1月20日㈮までにメール
（gikai@）。〒257-8501議事政策課
へ郵送または持参も可　※作品の使
用権は市に帰属します　■問議事政策
課☎（82）9652

スポーツ
NITTANパークおおねの水泳教室

①アクアビクス　■時2月1日～3月22
日の水曜日　午前10時50分～11時
50分　②中級スイミング教室　■時2
月2日～3月23日の木曜日　午前10
時50分～11時50分　■対25m以上泳
げる　③アクアグローブ　■時2月2日
～3月23日の木曜日　午後1時50分
～2時50分　④初級スイミング教室　
■時2月3日～3月24日の金曜日　午前
10時50分～11時50分　⑤アクア
フィットネス　■時2月3日～3月24日
の金曜日　午後7時半～8時半　⑥サ
タデースイミング　■時2月4日～3月
25日の土曜日　午後6時50分～7時
50分　⑦ファミリースイミング　■時
2月5日～3月26日の日曜日　午後4
時50分～5時50分　■対3歳以上の未
就学児と保護者　⑧キッズスイミン
グ　■時2月7日～3月28日の火曜日　
午後4時50分～5時50分　■対水に顔
をつけて浮くことができる小学生　※
いずれも全8回　■定①③⑤50人　②
④⑥⑧30人　⑦25組　※抽選　■費
①③⑤⑧5600円　②④⑥6100円　
⑦5800円　■申1月4日㈬～11日㈬に
電話またはスポーツ協会ホームペー

伝言板伝言板 市内の
公共施設を利用みんなの

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

催し案内
新春邦楽　お弾き初め会　1月15日㈰　午後2時
～4時　本町公民館　箏

こと

の演奏　50人　メール
（kidskoto327@gmail.com）　こども邦楽育成会・
小瀬村☎（88）0544

相続・遺言・後見無料相談　1月21
日㈯　2月18日㈯　3月18日㈯　午
後1時～3時　保健福祉センター
各日3人　コスモス成年後見サポートセンター・
大澤☎（73）6918
ビッグハードコンサート　1月28日㈯　午後1時
半～　クアーズテック秦野CH　500円（高校生以
下、障害者と付き添いの方は無料）　ビックハー
ドオーケストラ・齋藤☎（68）5571

その他
県立職業技術校4月生募集　1月10日㈫～2月6日
㈪に最寄りのハローワークで手続きをし、各技術
校へ　※募集案内は、各校・ハローワークで配布　
県産業人材課☎045（210）5715
市中学校美術展　1月21日㈯　22日㈰　午前9時
～午後5時（22日は午後4時まで）　クアーズテッ
ク秦野CH　市中学校教育研究会美術部会・木野
☎（81）0082

ご協力を
厚木秦野道路事業に伴う

水文調査
■時1月～3月31日㈮　■内井戸や簡
易水道などの水位・水量・水質
などの観測調査　■対事前に自治
会で回覧した、事業に影響する
範囲にある井戸の所有者　※調
査方法や対象地域などの詳細は、
下の二次元コードから市ホーム
ページへ
■問国県事業推進課☎
（82）5746
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ふるさとお国じまん 県人会フェア

〈広告の掲載・お問い合わせは、広報広聴課までお気軽にご連絡ください〉
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勇壮な消防士に息をのむ虹を描く一斉放水

と�き　2月5日㈰　午後0時15分～
4時（物産販売は午前10時半～）
ところ　クアーズテック秦野CH　
内�容　郷土の唄や踊りの披露、15
県人会による活動紹介や物産販
売など

各
地
の
祭
り
を

楽
し
め
る

問い合わせ　はだの歴史博物館☎（87）5542

とき　1月14日㈯　午前10時～正
午　講師　新井裕美氏（県立歴史
博物館主任学芸員）　定員　50人
（申し込み先着順）　費用　200円

とき　1月24日㈫～3月26日㈰
内容　合併前後の状況を写真や
史料で紹介

秦野の正月行事 10万都市をめざした頃
秦野市と西秦野町の合併60周年にあたって

ミュージアムさくら塾 企画展

正
月
の
風
習
を
紹
介

60
年
の
歩
み
を

振
り
返
る

参加者
募集

　成人年齢の引き下げに伴い、こ
れまでの「新成人のつどい」を「は
たちのつどい」として開催。新型
感染症対策のため、2部制で実施
します。
と�　き　1月9日㈪　◇第1部（本
町・東・西・鶴巻中学校区在住者）　午前10時半～11時半　◇第2部
（南・北・大根・南が丘・渋沢中学校区在住者）　午後1時半～2時半　
※いずれも開始30分前から受け付け
ところ　クアーズテック秦野CH
対　象　平成14年4月2日～平成15年4月1日に生まれた方

晴
れ
着
姿
で

旧
友
と
再
会

門出を祝う はたちのつどい

問い合わせ
こども育成課☎（86）6270

問い合わせ　クアーズテック秦野CH☎（81）1211

クアーズテック秦野カルチャーホール イベント情報

出演　平田耕治（バンドネオン）、永易理恵（ピ
アノ）　1月15日㈰　午後2時～　大ホールホワ
イエ　100人（申し込み先着順）　3500円（当
日支払い）　※未就学児は入場できません

ニューイヤー特別企画　ティータイムコンサート

情熱的に浪漫ティックに祝う2023

観 覧 募 集 中

車両が一堂に連なる光景は圧巻

はだの歴史博物館

1月14日
土

市
民
の
安
全
を
願
う

問い合わせ　市民活動支援課☎（82）5118

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式
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20
万
円
以
下
の
場
合
、
申
告
す
る
必
要
は
な

い
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
、
所
得
税（
国
税
）の
話
で
す
。
公
的

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
確
定
申
告
が
不
要
な

場
合
や
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
情

報
が
あ
る
場
合
は
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
情
報
と

は
、
例
え
ば
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
医

療
費
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
支
払
っ
た
社
会
保

険
料
が
あ
り
ま
す
。

　
扶
養
親
族
を
追
加
・
変
更
し
た
り
、
障
害
者
控

除
や
寡
婦（
ひ
と
り
親
）控
除
の
追
加
・
変
更
し

申告申告はは
申
告
が
必
要
な
人
っ
て
、

ど
ん
な
人
？

 

公
的
年
金
収
入

 

４
０
０
万
円
以
下
の
人
へ

申
告
し
な
い
と
、
税
額

に
影
響
が
出
る
の
？

申
告
し
な
い
と
、

ど
ん
な
影
響
が
出
る
の
？

▼�

昨
年
中
、
令
和
４
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申

告
書
を
提
出
し
た
人
に
は
、
１
月
下
旬
に
郵
送

▼�

郵
送
さ
れ
な
い
人
に
は
、
市
民
税
課
の
窓
口

で
配
付
ま
た
は
郵
送
で
取
り
寄
せ
可

▼�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

❶���

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

ま
た
は
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の「
番
号
確
認
書

類
」＋
運
転
免
許
証
な
ど
の「
身
元
確
認
書
類
」

　
※�

通
知
カ
ー
ド
は
、
氏
名
、
住
所
な
ど
の
記
載

事
項
に
つ
い
て
変
更
が
な
い
場
合
、
ま
た
は

記
載
事
項
の
内
容
変
更
手
続
が
と
ら
れ
て
い

る
場
合
に
限
り
有
効
で
す（
変
更
手
続
が
お

済
み
の
場
合
は
、
カ
ー
ド
裏
面
に
追
記
が
さ

れ
て
い
ま
す
）。

　
※
い
ず
れ
も
写
し
可
。

❷��

源
泉
徴
収
票（
原
本
）

❸���

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

な
ど
の
支
払
証
明
書�

❹��

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
手
帳
な
ど�

※�

令
和
３
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
申
告
か
ら
、

領
収
書
の
み
の
添
付
で
は
、
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
り
す
る
場
合
も
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市民税市民税・・県民税県民税
申告について申告について必要? 不要?

申告すれば 得 することも!?

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
人

❶��

給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
、
市
役

所
に
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
る
人（
控
除

の
追
加
・
変
更
が
な
い
人
）

❷�

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

市
民
税
・
県
民
税
申
告
っ
て

ど
う
し
て
必
要
な
の
？

申
告
を
し
な
い
と
、
市

民
税
・
県
民
税
の
税
額

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す

※�

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
納
税
義

務
者
の
同
一
生
計
配
偶
者（
障
害
者
に
該
当
す
る
方

を
除
く
）
は
、
年
末
調
整
で
は
税
法
上
の
扶
養
親
族

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
次
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
人

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
人

〈
同
一
生
計
配
偶
者
と
は
〉納
税
義
務
者
と
生
計
を
一

に
す
る
配
偶
者
の
う
ち
、
合
計
所
得
金
額
が
48
万
円

以
下
の
方
を
言
い
ま
す
。

❶  

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
秦
野
市
に
居
住

し
て
い
る
人

❷  

秦
野
市
に
居
住
し
て
い
る
方
の
税
法
上
の
控

除
対
象（
同
一
生
計
）
配
偶
者
、
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
な
い
人

令和５年度市民税・県民税申告受付・相談は
市役所東庁舎１階 市役所東庁舎１階 にて行います

水無川

⬅至本町中学校 至秦野駅➡横断歩道

本庁舎

コンビニエンス
ストア

西
庁
舎

立
体
駐
車
場

東庁舎

玄関

バス停

みんなのトイレ

女子
トイレ

男子
トイレ

市民税・県民税
申告受付・
相談会場

入口 階
段

玄関

東庁舎1階案内図

【秦野市役所庁舎案内図】

　

令
和
5
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申
告
受

付
・
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
右
図
の
と
お

り
、
東
庁
舎
1
階
に
て
行
い
ま
す
。

　
本
会
場
で
の
、
申
告
受
付
期
間
は
、
令
和

5
年
1
月
23
日
㈪
～
3
月
15
日
㈬（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
で
す
。
本
庁
舎
2
階

の
市
民
税
課
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
、
市

民
税
・
県
民
税
申
告
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い（
1
月
20
日
㈮
以

前
、
3
月
16
日
㈭
以
降
は
市
民
税
課
に
て
受

け
付
け
し
ま
す
）。

　
な
お
、
実
施
期
間
中
は
、
窓
口
が
大
変
混

雑
い
た
し
ま
す
。
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
分
散
し
て
ご
来
庁
い
た
だ
く
か
、
郵
送

に
よ
る
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
の
申
告
書
の
入
手
方
法

申
告
に
必
要
な
も
の

�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

医
療
費
控
除
の
明
細
書
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問い合わせ　市民税課☎（82）5130　{siminzei@city.hadano.kanagawa.jp

　新型感染症の拡大防止や利便性向上のため、ク
アーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）で
行う確定申告書の作成相談会は、事前予約制で実
施します。

時間帯 定員午前の部 午後の部
① 午前8時半 午後1時

1日140人

② 午前8時50分 午後1時20分
③ 午前9時10分 午後1時40分
④ 午前9時半 午後2時
⑤ 午前9時50分 午後2時20分
⑥ 午前10時10分 午後2時40分
⑦ 午前10時半 午後3時
⑧ 午前10時50分 午後3時20分

◇作成済みの確定申告書は、予約不要で提出できます。
◇�会場に来場したり、申告書を入手する手間をかけずに申告ができる便
利な電子申告（e-Tax）をご活用ください。

令和5年2月16日㈭～3月15日㈬　※土・日曜日、祝日を除く
とき

　予約専用ダイヤルで希望日の前日までに日時を予約してください（先着
順）。時間帯については、下表のとおりです。
※1件の予約で1人分の確定申告相談を受け付けます。

予約方法

クアーズテック秦野カルチャーホール（秦野市文化会館）
ところ

令和4年中の収入が給与と公的年金のみの方
※�次に該当する方は、市主催の確定申告書の作成相談会場では申告書
の作成ができませんので、平塚税務署で行ってください。

■令和3年分以前の申告をする　■住宅借入金等特別控除を初めて受け
る　■配当所得の申告をする　■青色申告、損失の申告をする　■営�
業所得や不動産所得など収支計算で所得の申告をする　■退職所得
（本人および被扶養者）、土地・建物・山林・株式などの譲渡、先物取
引など分離課税所得の申告をする　■火災や風水害などで損害を受け
た　■外国籍の方の申告、国外居住親族の扶養控除などの申告をする　
■亡くなった方の申告をする　■計算書などが必要な特殊な申告をす
る　■秦野市民でない方の申告をする　
■源泉徴収票がない（平塚税務署に相談してください）　
※�上記以外でも、申告内容により市主催の確定申告書の作成相談会場
では相談できない場合があります。

対象者

市
主
催
の

予約受付期間　令和5年2月1日㈬～3月14日㈫
※土・日曜日、祝日を除く午前9時半～午後4時半
※�専用ダイヤルは予約受付期間以外は使用できません。また、電話
が集中してつながりにくい場合があります。少し時間を空けてか
ら、お掛け直し下さい。

☎0463（86）6290または☎070（6968）2530
☎予約専用ダイヤル

ところ と　　き
平塚市庁舎
（平塚市役所）
1階　多目的
スペース

令和5年1月24日㈫～3月15日㈬
※�土・日曜日、祝日を除く（2月19日㈰、2月26日㈰は開場）
※�申告書作成会場では、混雑回避のため入場整理券を配布
します。入場整理券は当日会場で配布するほか、LINEに
よる事前発行で入手することが可能です。

税理士会の無料申告相談 申告書作成会場（作成・相談）
ところ と　　き

本町公民館 令和5年1月26日㈭・27日㈮
クアーズテック秦野

カルチャーホール（文化会館）
令和5年2月1日㈬～2月8日㈬
※土・日曜日、2月7日㈫を除く

相談時間
午前9時半～正午、午後1時～3時半

申し込み方法
　混雑回避のため、オンラインによる事前申込を受け付けます。令和5年1月6
日㈮午前10時から申込可能（申込にあたり、メールアドレス・氏名・電話番号
の入力が必要となります）。一部、当日入場券の配布を行いますが、無くなり次
第終了となりますので、オンラインによる事前申込をご利用ください。オンライン
による「事前申込サイト」についての問い合わせは☎050（3196）3904へお願
いします。
※電話での申込受付は行っておりません。
税理士による無料申告相談・事前申込サイトはこちらから
https://coubic.com/tochi114/booking_pages

⃝税務署窓口で配布。
⃝�国税庁のホームページ（https://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成
コーナー」でも入手できます。
⃝1月25日㈬から市役所2階市民税課で配布。
※�国税庁は電子申告（e-Tax）を推進しております。これに伴い、市役所で配
布できる申告書の枚数にも限りがあるため、市役所での配布は原則お1人
様1枚となりますのでご協力をお願いします。

申告書入手方法

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、所得税の申
告書や青色決算書などを作成できます。マイナンバーカードをお持ち
の方や事前に税務署で発行されたID・パスワードをお持ちの方は、税
務署に行かずにパソコンやスマートフォンで簡単に申告書を作成・送
信できます。確定申告書を郵送する場合は、平塚税務署（〒254-8533
平塚市浅間町9-1）まで。
国税庁「確定申告書等作成コーナー」はこちらから
https://www.keisan.nta.go.jp/

確定申告はご自宅からe-Taxで 確定申告 検索

【主な記載事項】
❶ 同一生計配偶者（控除対象配偶者として申告している場合を除く）がいる場合は、氏名等を記入し、「住民税」欄の「同一」に○をする。
❷ 16歳未満の扶養親族がいる場合は氏名等を記入し、「住民税」欄の「16」に○をする。
❸� 上場株式などの配当所得や譲渡所得を申告し、その所得から既に市民税・県民税が特別徴収されている場合は、下記の通り記入。
　「配当割額控除額」は配当所得から、「株式等譲渡所得割額控除額」は譲渡所得からそれぞれ特別徴収された市民税・県民税額を記入。
　※市民税・県民税額は所得に対し５％の税率で特別徴収されています。
❹ 該当する区分に金額を記入。（ふるさと納税は「都道府県、市町村への寄附（特例控除対象）」に金額を記入。）

税務署市内開催

確定申告書の作成相談会は確定申告書の作成相談会は
事前予約が必要です事前予約が必要です

確定申告書の作成相談会は
事前予約が必要です

いずれも問い合わせ　平塚税務署☎0463（22）1400

※この番号以外からは予約できません。

確定申告書を提出される方へ（お願い）
　第2表の「配偶者や親族に関する事項」「住民税・事業税に関
する事項」について、該当する事項のご記入をお願いします。
市民税・県民税で各種控除等を適用させる場合、記載が必要
です。

1

3 4

2

令和3年分確定申告書を提出した方は、申告書の控えをお持ち
ください。亡くなった方の申告、更正の請求、土地・建物および株式などの
譲渡所得がある場合や住宅借入金等特別控除を初めて受ける方、事業所得
金額が高額な方、その他内容が複雑な方の相談はお受けできません。

注意事項

年金受給者、給与所得者、小規模事業主対  象 
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